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哺乳動物胚は、母体からガスや栄養を供給されて発生するが、子宮内の力学
的環境が胚発生にどのような役割を担っているかよく分かっていない。
我々は、最近、マウスの妊娠初期に子宮平滑筋収縮によって、陣痛と同程度

の圧力が胚にかかり、初期の体軸形成に働いていることを見いだした。その一
方、胚を覆っている特殊な基底膜（ライヘルト膜）が、過度な子宮側からの圧
力を適正に緩衝していることを明らかにした。


